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「エペ ソ人への―THlに ついて
1.蓋費 :5針61年、ローマで囚われのパウロ
2.宛先 :エペソと周辺の教会 (への回覧状)
3.手ペソとは :アジヤ州 (今のトルコ西部)の中
心都市で、交通・商売の拠点。アルテミス (ダ
イアナ)神殿が信仰の中心地。魔術も盛ん。
4.エペソ教会 :アジヤ州の拠点的教会
。パウロ、第二次旅行の帰路立寄る (使徒
18:18-21)

・第二次伝道旅行で 3年間滞在 (使徒 19:1-20:1)
。旅行の最後に再度立寄る (使徒 20117-38)
・牧者としてテモテを派遣 (1テモテ 1:3)、 オネ
シポロが引継ぐ(2テモテ 1:18)。 使徒ヨハネも。
5.手紙の事情 :開拓後約 8年が経過し、囚人と
なったパウロは、激しい伝道活動から離れ、教
会に関する思索の中でこの手紙を書いた。
6.主題 :キ リストのからだである教会
7.ョ Fサイ書との類似と相違 :

。同じ配達人テキコ
。同じテーマの異なる面 (エペソはキリストの体、
コロサイは教会の頭を強調)
・同じ構造 :前半は教理、後半が実践
。同じ倫理的教え

・エペソは一般的、コロサイは個人的

アウトライン

■挨拶 1:1-2

■教会の教理 1:3-3121

神の救いの計画 」「3-25

父なる神の計画 1:36
子なる神による贖い 1:7-10

聖霊なる神のみ業 1:11-14
パウロの祈り1:15-23

キリストにある新しい命 ′r卜″

キリスト者の過去 2:1-3

キリスト者の現在 2:4-10

キリスト者の未来 2:11-22

神の奥義である教会 θff―fθ
パウロヘの啓示 3:1-7
パウロの伝達 3:8-13
パウロの折り,″ジゴ
■教会の実践 4:1-6:20

教会の召命 イ∫ム″

成熟への招き 411-16

古い生活からの招き 4:17=24

新しい生活への招き 4125-32

教会の歩み 」「ル″

愛の中の歩み 5:1-7

光の中の歩み 5:8-14

知恵の中の歩み 5:15-21

教会の家庭生活 ′r22-6r′

夫婦関係 5122-33

親子関係 6:14
主従関係 6:5-619

教会の戦いθ「ゴケ″

神の武具 6:10-17

祈りの力 6118-20

■おわりの挨拶 6:21-24

テキコの派遣 6:21-22

祝祷 6:23-24

パウロの生涯
30  キリストの十字架 。復活
34頃 サウロの回心
46-48第一次伝道旅行
48  エルサレム会議
49-51第二次伝道旅行
52-56第二次伝道旅行
56-58カ イザリヤで幽囚
59-61ロ ーマで幽囚 (ピ レモン,
エペソ、ピリピ各書を執筆)
62頃 自由な伝道活動
66-67ロ ーマで幽囚・殉教

コロサイ、


